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        （2011.12.1 現在）
印刷所　㈲　スエカネ印刷

第 236 号（１）　平成 24 年　1 月 15 日

時間：14時～16時
活動：4～6人体制で
　　1回／月程度の活動
連絡先：まちづくり部会長
　　　　内田　勇夫
電話：５７－７２９０

香 川 自 治 会 広 報 部 会
発 　 行

　香川の人口
　　　　男性
　　　　女性
　　　世帯数

　11,869 
5,908
5,961
4,502
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平
成
24
年
度
新
組
長
会 

開
催
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
の
新
組
長
会
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
組
長
さ
ん
は

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
組
長
の
選
出
日
程

　

平
成
23
年
12
月
25
日
ま
で
に
選
出　

●
新
組
長
会
の
開
催
日
時

・
第
一
町
内
会　

１
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～　
　
　

香
川
自
治
会
館

・
第
二
町
内
会　

１
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～　
　
　

香
川
自
治
会
館

・
第
三
町
内
会　

１
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～　
　
　

香
川
自
治
会
館

・
第
四
町
内
会　

１
月
22
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～　
　
　

香
川
自
治
会
館

◆
議
題　

仕
事
内
容
の
説
明
と
代
議
員

　
　
　
　

の
選
出　

　
　
　
　

資
源
物
の
分
別
方
法
の
変
更

　

11
月
19
、
20
日
の
自
治
会
館
ま
つ
り

の
総
入
場
者
数
は
１
０
５
５
名
で
、
子

ど
も
の
数
は
379
名
で
し
た
。
昨
年
は
２

日
間
で
655
名
で
し
た
の
で
、
約
1.6
倍
の

嬉
し
い
数
字
で
し
た
。

　

19
日
（
土
）
午
後
か
ら
は
台
風
の
よ

う
な
荒
れ
た
天
候
と
な
り
開
店
休
業
の

状
態
で
し
た
が
、
20
日
（
日
）
は
素
晴

ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
自
治
会
館
内

は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
人
で

あ
ふ
れ
、
ふ
れ
あ
い
部
会
員
達
は
自
転

車
の
整
理
に
、
休
み
処
の
対
応
、
お
客

様
の
対
応
に
と
、
休
む
暇
も
な
い
嬉
し

い
悲
鳴
を
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　

第
１
会
議
室
は
華
や
か
な
生
花
、
ね

ん
ど
の
花
、
ビ
ー
ズ
、
書
道
、
俳
句
、

ち
ぎ
り
絵
、
ラ
イ
フ
香
川
の
方
達
の
作

品
な
ど
の
展
示
に
加
え
、
ち
ぎ
り
絵
の

体
験
、
そ
し
て
収
納
室
で
は
ビ
デ
オ
の

上
映
（
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
で
し
ょ
う
）
。

　

２
階
の
多
目
的
室
は
、
つ
る
し
雛
、

キ
ル
ト
、
陶
芸
、
子
ど
も
会
の
作
品
、

そ
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
奥
様
の
書
道
・

五
行
歌
な
ど
を
展
示
。

　

第
二
会
議
室
は
、
大
人
の
雰
囲
気
に

ま
と
め
、
盆
栽
、
瓢
箪
、
油
絵
を
展
示
。

　

第
三
会
議
室
（
別
館
）
は
、
学
童
ク

ラ
ブ
の
作
品
展
示
・
販
売
・
ゲ
ー
ム
。

　

会
館
前
の
広
場
で
は
、
土
曜
日
に
は

焼
き
そ
ば
、
綿
あ
め
、
日
曜
日
に
は
綿

あ
め
、
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
販
売
と
自
由

木
工
、
ガ
リ
ガ
リ
竹
と
ん
ぼ
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
を
企
画
開
催
し
ま
し
た
が
、

皆
様
の
ご
感
想
は
い
か
が
で
し
た
か
？

き
て
・
み
て
・
ふ
れ
よ
う
香
川
の
魅
力

実
行
委
員
会
副
委
員
長　

上
總　

悦
子

　

地
域
の
方
々
の
発
表
の
場
だ
け
で
は

な
く
、
交
流
の
場
に
も
し
た
く
、
昨
年

度
か
ら
文
化
祭
を
自
治
会
館
ま
つ
り
と

名
称
を
変
え
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
少
し
で
す
が
成
果
が
出
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
参
加
が
多
く
、
と
て
も
嬉
し
く
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
度
も
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
に
来

て
い
た
だ
け
る
自
治
会
館
ま
つ
り
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

入場者のカウントご苦労様

ちぎり絵体験コーナ

体育部会の皆さん

花のあとりゑ　ねんどの花

に
つ
い
て
、
環
境
部
会
員
の
説
明

そ
の
他

かわいく楽しいキルト作品

盆栽の展示即売 見事に彩色された瓢箪

学童クラブの保護者会の皆さん
ガリガリ竹とん
ぼ体験コーナ 多目的室の展示風景



芋煮会の様子

湘北地区自治会連合会長の挨拶

広　報 か　が　わ

器
・
廃
食
用
油
・
金
属
類
の
ゴ
ミ
の
出

し
方
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
件
の
回
覧
版
が
出
ま
し
た
ら
、

ご
自
分
の
組
に
自
治
会
未
加
入
者
（
主

に
単
身
者
ア
パ
ー
ト
等
）
が
い
る
場

合
、
そ
の
人
た
ち
に
香
川
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
う
し
た
作
業
が
困
難
な
組
長
さ
ん
は
、

場
所
と
軒
数
を
町
内
会
長
に
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

　

い
つ
も
清
潔
な
住
み
良
い
町
に
、
み

ん
な
で
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

（
小
川　

悌
三
）

第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
地
震
・
大
津
波
・
原
発

事
故
・
大
洪
水
等
々
と
日
本
中
が
大
変

な
一
年
で
し
た
。

　

香
川
自
治
会
、
第
一
町
内
会
、
会
員

の
皆
様
、
声
を
掛
け
合
い
助
け
合
っ
て

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
自
治
会
役
員
及
び
町
内
役
員

の
改
選
年
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
組

長
さ
ん
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
活
動
し
て
お
ら
れ
る
役
員
さ

ん
の
中
に
は
、
都
合
に
よ
り
継
続
で
き

な
い
人
が
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
い

て
こ
の
役
員
さ
ん
を
選
出
す
る
作
業
お

よ
び
代
議
員
さ
ん
の
選
出
が
あ
り
ま
す

の
で
、
会
員
及
び
会
員
ご
家
族
の
方
々

に
は
、
ご
協
力
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

☆
『
組
長
さ
ん
に
お
願
い
』

　

４
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
自
治
会
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
19
日
・
20
日
の
両
日
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
自
治
会
館
ま

つ
り
で
は
、
第
二
町
内
会
は
「
ガ
リ
ガ

リ
と
ん
ぼ
作
り
」
で
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
竹
と
ん
ぼ
と
は
ま
た
違

っ
た
ガ
リ
ガ
リ
と
ん
ぼ
に
、
集
ま
っ
た

児
童
た
ち
は
興
味
シ
ン
シ
ン
、
終
始
多

く
の
子
供
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
前
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
『
緑
の
里
親
』
の
催
し
で
植
え
ま
し

た
花
も
、
第
二
町
内
会
の
有
志
の
皆
様

方
の
手
入
れ
（
水
や
り
・
花
ガ
ラ
摘
み

等
）
の
お
か
げ
で
し
っ
か
り
と
根
付
い

て
い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
ベ
ン
チ
も
設

置
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
行
っ
た
事
の
な
い
皆
様
も
、
ど
う

ぞ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

場
所
は
大
山
街
道
の
北
側
、
Ｊ
Ｒ
相
模

線
の
線
路
わ
き
で
す
。

　

こ
の
公
園
か
ら
出
発
す
る
組
長
さ
ん

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
も
あ
と
３
回
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
雨
で
中
止
も
あ
り
ま

し
た
が
、
毎
回
多
く
の
組
長
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
楽
し
く
？
夜
回
り
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
あ
と
少
し
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
中
村　

六
一
）

第
二
町
内
会

　

香
川
自
治
会
館
ま
つ
り
の
一
環
と
し

て
、
第
三
町
内
会
と
の
合
同
企
画
に
よ

る
芋
煮
会
・
餅
つ
き
大
会
が
11
月
20
日

香
川
諏
訪
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
た
。

　

前
日
の
19
日
は
、
悪
天
候
で
心
配
し

た
が
、
当
日
は
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま

れ
、
大
勢
の
人
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
両
町
内
会
の
役
員
の
苦
労
が
報

わ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　

町
内
会
の
動
き
と
し
て
、
町
内
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等

行
っ
て
き
た
が
、
最
近
町
並
み
も
以
前

よ
り
整
理
さ
れ
、 

「 

ゴ
ミ
」
の
不
法
投

棄
も
大
分
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

　

町
内
役
員
会
で
検
討
課
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
問
題
と
し
て
、
住
居
表

示
と
町
内
会
の
表
示
に
混
乱
を
起
こ
し

て
い
る
。
第
四
町
内
会
の
場
合
、
香
川

一
丁
目
の
一
部
、
二
丁
目
、
六
丁
目
の

一
部
、
七
丁
目
で
組
織
さ
れ
て
い
て
相

当
複
雑
な
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
混
乱
の
起
き
な
い
よ
う

に
、
町
内
会
組
織
の
見
直
し
の
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
の
自
治
会
活
動
の
中
で
、
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
石
嶋　

一
男
）
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香
川
自
治
会
　
定
例
役
員
会
議
題

　
　

新
し
い
年
に
向
け
て

　

平
成
24
年
の
新
春
を
迎
え
、
今
年
は

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
強
く
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

◎
11
月
20
日
、
第
三
・
四
町
内
会
の
「
合

同
芋
煮
会
」
に
は
大
勢
の
参
加
者
が
あ

り
、
盛
況
の
内
に
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
芋
煮
の
ほ
か
、
つ
き
た
て
の
お

餅
に
参
加
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
楽
し

い
一
日
で
し
た
。

◎
12
月
11
日
、
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。
駅
前
を
中
心
に
主
要

道
路
上
の
ゴ
ミ
・
ビ
ン
・
カ
ン
等
を
収

集
し
清
掃
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
も
、
以
前
と
比
べ

て
、
少
な
く
な
っ
て
い
る
感
じ
で
、
今

後
共
皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

◎
今
年
は
自
治
会
・
町
内
会
の
役
員
会

改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

24
年
度
の
組
長
さ
ん
の
選
出
も
終
わ

り
、
新
組
長
会
議
が
１
月
下
旬
頃
に
は

開
催
さ
れ
て
、
24
年
度
の
新
代
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
早
々
に
は
「
町
内
会
役
員
」
更

に
「
自
治
会
長
」
及
び
総
務
・
会
計
部

会
長
の
選
任
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
役
員
選
任
に
は
、
一
苦
労
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
多
く
の
方
の
ご
理
解

を
得
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
役
員
選
任
が
で

き
ま
す
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

◎
23
年
度
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、
今

ま
で
の
町
内
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
会
員
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
（
伊
東　

治
尊
）

●
11
月
定
例
役
員
会
（
11
月
５
日
）

報
告
・
連
絡

①
各
町
内
会
、
各
部
会
10
／
11
月
度
活

動
計
画
報
告
及
び
連
絡
事
項

②
11
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

③
香
川
推
進
協
関
連
報
告

　
　
　
　
　
　
　

（
第
二
町
内
会
長
）

④
平
成
23
年
度
「
防
災
資
機
材
配
付
」
、

そ
の
他　
　
　
　

 (

防
災
部
会
長)

⑤
「
会
館
ま
つ
り
」
準
備
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 (

ふ
れ
あ
い
部
会
長)

⑥
「
会
員
名
簿
」
差
し
替
え
、
「
賀
詞

交
歓
会
」
招
待
者
名
簿
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 (

総
務
部
会
長)

⑦
そ
の
他

検
討
事
項

「
香
川
自
治
会
規
約
」
の
一
部
見
直
し

に
伴
う
、
「
検
討
会
」
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 (

自
治
会
長)

●
12
月
定
例
役
員
会
（
12
月
３
日
）

報
告
・
連
絡

①
各
町
内
会
、
各
部
会
11
／
12
月
度
活

動
計
画
報
告
及
び
連
絡
事
項

②
12
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

③
「
会
則
」
一
部
改
正
、
検
討
委
員
会

報
告　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

④
平
成
23
年
度
「
防
災
資
機
材
」
配
付
、

そ
の
他　
　
　
　

 (

防
災
部
会
長)

⑤
「
会
館
ま
つ
り
」
開
催
報
告

　
　
　
　
　

 (

ふ
れ
あ
い
部
会
長)

⑥
「
賀
詞
交
歓
会
」
招
待
者
名
簿
に
つ

い
て　
　
　
　
　

 (

総
務
部
会
長)

⑦
年
末
、
年
始
の
作
業
日
程
、
そ
の
他

検
討
事
項

①
「
寿
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
」（
仮
称
）
か

ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て(

同
会
代
表)

②
美
化
部
会
員
の
増
員
及
び
「
勘
重
郎

堀
跡
地
」
散
策
路
整
備
の
体
制
作
り
に

つ
い
て　
　
　
　
　

（
美
化
部
会
長
）

湘
北
地
区
市
民
集
会
・
開
催

　
11
月
13
日
、
午
後
か
ら
香
川
公
民
館

に
お
い
て
、
「
湘
北
地
区
市
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
行
政
か
ら
部
門
の
責
任

者
な
ど
が
28
名
出
席
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
、
自
治
会
関
係
者
全
体
で

63
名
が
出
席
し
、
香
川
か
ら
は
28
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

市
民
集
会
は
、
茅
ヶ
崎
市
内
の
自
治

会
連
合
会
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会
を
構
成

す
る
各
自
治
会
が
、
項
目
別
に
質
問
を

作
成
し
、
連
合
会
と
し
て
事
前
に
要
望

書
と
し
て
行
政
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
集
会
で
は
こ
れ
ら
の
質
問
に
対

す
る
行
政
側
の
解
答
に
つ
い
て
、
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
に
は
、
従
来
か
ら
の
継
続

し
た
要
望
に
加
え
て
、
新
規
案
件
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
、
福
祉
バ

ス
の
運
行
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、
い

じ
め
問
題
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
般
質
問
と
し
て
出
席
者

の
意
見
や
質
疑
が
行
わ
れ
、
学
童
保
育

の
助
成
の
あ
り
方
や
、
学
童
ク
ラ
ブ
施

設
の
耐
震
性
の
向
上
、
甘
沼
地
区
に
一

般
公
開
さ
れ
た
木
材
管
理
セ
ン
タ
ー
及

び
香
川
公
民
館
裏
雑
木
林
の
公
園
化
へ

の
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

(まんが　日本昔話より)

香川南公園
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第
10
回
検
討
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
香
川
駅
西
側
商
店
関
係
者
と

の
意
見
交
換
会
（
第
３
回
）
の
報
告
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
間
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
土
地
利
用
に
あ
た
っ

て
、
事
業
手
法
の
一
つ
で
あ
る
「
土
地

区
画
整
理
」
の
説
明
が
事
務
局
か
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

商
店
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
で

は
、
香
川
駅
前
通
り
線
の
拡
幅
も
し
く

は
道
路
線
形
の
見
直
し
を
行
っ
た
場

合
、
駅
西
側
の
土
地
利
用
に
及
ぼ
す
影

響
や
交
通
安
全
、
商
業
施
設
の
再
整
備

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
交
換
会
の
日
時

の
設
定
に
つ
い
て
の
要
望
や
改
善
策
な

ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
駅
西
側
の
347

世
帯
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
181
世
帯
か

ら
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
回
答

率
52
・
２
％
）
。

　

質
問
は
17
問
が
選
択
式
で
１
問
が
記

述
式
に
な
っ
て

お
り
、
特
に
、

自
由
意
見
・
提

案
に
は
記
述
式

に

も

係

わ

ら

ず
、
多
く
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

（
記　

東
委
員
）

N
EW

S

　

前
日
の
準
備
作
業
は
雨
が
降
り
し
き

る
中
で
し
た
。
諏
訪
神
社
境
内
に
臼
や

鍋
な
ど
の
重
量
器
材
を
搬
入
・
設
置

し
、
明
日
は
テ
ン
ト
を
張
っ
て
で
も
や

ろ
う
と
の
決
意
を
固
め
る
も
、
皆
で
天

候
回
復
を
祈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
祈
り
が
通
じ
た
の
か
、
当
日
は

晴
天
と
な
り
、
早
朝
か
ら
の
作
業
は
順

調
に
進
み
、
長
く
延
び
る
列
に
販
売
時

刻
を
繰
り
上
げ
て
対
応
し
ま
し
た

　

昨
年
賄
い
で
好
評
だ
っ
た
「
か
ら
み

餅
」
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
真
っ

先
に
売
り
切
れ
、
ア
ン
コ
と
き
な
粉
の

餅
や
豚
汁
も
余
す
こ
と
な
く
完
売
で
き

無
事
に
店
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

芋
掘
り
か
ら
野
菜
の
刻
み
な
ど
の
準

備
、
豚
汁
作
り
や
呼
び
込
み
に
販
売
と

協
力
し
合
っ
た
人
達
、
美
味
し
い
と

言
っ
て
食
べ
る
人
の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い

一
日
で
し
た
。

　
　

（
記　

第
四
町
内
会　

小
林
）

楽
し
み
ま
し
た

駅ビル店舗面積　約 6,800 ㎡から約 12,000 ㎡へ
増築施設には商業施設だけでなく子育
て支援など地域サービス施設等も検討

東京方面 熱海方面
茅ヶ崎
ラスカ
増床部

三階平面図
相模線

改札口

駅業務施設 北口

南口

増設計画イメージ

●スケジュール
平成 23 年度　　　　設計完了
平成 24 ～ 26 年度　全体工事
平成 26 年度　　　　開業

茅ヶ崎駅ビル増床に！トピックス

◆
香
川
小
学
校　
「
自
転
車
止
ま
れ
」

ス
テ
ッ
カ
ー
大
作
戦
の
推
進(

2)

　

10
月
20
日
ま
で
に
第
一
町
内
会
・
４

灯
、
第
二
町
内
会
・
６
灯
、
第
三
町
内

会
・
５
灯
、
第
四
町
内
会
・
５
灯
の
計

20
灯
を
、
従
来
型
の
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
型
に
交
換
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
自
治
会
と
し
て
市
に

対
し
て
市
の
経
費
で
同
数
の
取
り
替
え

を
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
予
定
で
す
。

◆
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
計
画
取
り
替
え

の
推
進
に
つ
い
て

　

10
月
26
日
、
地
域
の
住
民
の
方
か
ら

香
川
第
１
公
園(

通
称
南
公
園)

に
、

ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
10
月
28
日
に
市
の
公
園
緑
地

課
へ
２
台
の
設
置
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

◆
香
川
南
公
園
へ
の
ベ
ン
チ
設
置
に

つ
い
て

第
　
回  

　
月
　
日

10

12

16

香
川
自
治
会
館

第
３
・
第
４
町
内
会
合
同

　

芋
煮
、
餅
つ
き
大
会

◆
香
川
自
治
会
「
会
則
」
の
一
部
改

正
検
討
委
員
会
報
告

　

11
月
の
定
例
役
員
会
で
承
認
さ
れ
た

「
会
則
」
の
一
部
改
正
を
検
討
す
る
委

員
会
は
、
各
町
内
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
を
含
む
９
名
の
委
員
で
、
11
月
23

日
（
第
１
回
）
、
27
日
（
第
２
回
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
新
設
部
会
の
追
加
、
名

称
が
変
わ
っ
た
部
会
名
の
書
き
換
え
、

自
治
会
費
の
月
・
年
額
訂
正
を
は
じ

め
、
一
部
条
文
の
修
正
な
ど
に
つ
い
て

討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
「
会
館
使
用
規
則
」
に
つ
い

て
も
点
検
し
た
上
で
年
度
内
に
作
業
を

終
え
、
平
成
24
年
４
月
の
総
代
会
に

報
告
、
承
認
を
得
る

運
び
と
な

り
ま
す
。

（
総
務
部
会

　

長　

水
上
）

香川自治会　会則

平成24年
4月

資源物

変更はありません

プラスチック製
容器、包装類

廃食用油

金属類

古紙、ダンボール、飲料用紙パック、衣類・布類びん・かん・ペットボトル／

24年4月1日から

平成 24年度からの資源物分別方法の変更内容

マークがついているもの全て

植物性油に限定
中身の見えるプラスチック製容器に入れ蓋をする
　⇒　灰色のコンテナへ
品目指定：なべ、やかん、フライパン、スプーン、
フォーク、テーブルナイフ、おろし金、餅(魚)焼き網、
ボウル、ざる　⇒　黄色のコンテナへ

ポリ袋、ラップ類、カップ類、トレイ、パック袋、ボトル類、
チューブ類、緩衝材、発泡スチロール、ネット類、蓋類　等

水ですすぎ、軽く汚れをふき取り、透明又は
半透明の袋に入れる

平成 24年４月から、

プラスチック製容器包装類 ・廃食用油 ・

金属類の分別が新たに始まります！！

危険箇所を確認！

出発前に説明を聞くボランティア

　

香
川
小
学
校
４
年
生
を
対
象
と
し
た

大
作
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
２
回
目
が
、

12
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
今
回
は
、
一
ク
ラ
ス
８
班

に
分
け
ら
れ
た
生
徒
達
が
、
11
月
に
自

分
達
が
作
成
し
た
危
険
マ
ッ
プ
に
基
づ

い
て
、
担
当
エ
リ
ア
の
危
険
箇
所
の
確

認
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
会
・
自
治
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
す
る
中
で
、

楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

１
組　

香
川
１
、２
丁
目
、
松
風
台

２
組　

香
川
３
、４
丁
目

３
組　

香
川
５
、６
、７
丁
目

４
組　

み
ず
き

５
組　

甘
沼

　

１
月
に
自
分
達
が
描
い
た
ス
テ
ッ

カ
ー
を
路
面
に
貼
り
付
け
る
予
定
で
す
。

女性も力強くペッタン！つきたてのお餅、美味しい？
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長
島　

久
江

初
し
ぐ
れ
間
口
の
狭
き
古
本
屋

　

大
正
期
の
街
の
よ
う
な
雰
囲
気
。
場

所
は
神
田
神
保
町
か
。 

「
初
し
ぐ
れ
」

が
「
間
口
の
狭
き
」
で
良
く
活
か
さ
れ
、

そ
れ
に
、  

「
初
し
ぐ
れ
」
は
普
通
の
時

雨
と
異
な
り
粋
な
趣
き
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

研
ぎ
物
の
旗
の
立
つ
店
暮
早
し

　

研
ぎ
物
屋
と
い
う
の
も
こ
の
頃
は
減

っ
た
が
、
今
は
日
を
決
め
て
週
に
一
・ 

二
度
町
辻
な
ど
で
店
を
開
く
研
屋
も
見

か
け
る
。
こ
の
一
句
「
暮
早
し
」
が
研

ぎ
物
の
光
る
刃
と
響
き
合
っ
て
よ
く
効
く
。 　

　
　
　
　
　
　
　
　

立
花　

富
士
子

冬
紅
葉
湖
に
映
し
て
榛
名
富
士

　

こ
れ
は
秋
晴
れ
の
榛
名
湖
畔
の
風
景
。

榛
名
湖
は
湖
の
中
で
も
比
較
的
平
野
に

近
く
、
明
る
く
平
和
な
湖
で
あ
る
。
湖

畔
の
冬
紅
葉
が
明
る
く
美
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

一
つ
づ
つ
考
へ
て
す
る
冬
仕
事

　

こ
れ
は
景
を
描
く
俳
句
と
は
一
寸
趣

き
を
変
え
て
、
一
人
で
呟
や
い
て
納
得

し
て
い
る
よ
う
な
一
句
。
だ
か
ら
そ
の

姿
勢
が
「
冬
仕
事
」
に
如
何
に
も
相
応
し

い
。
言
わ
れ
て
成
程
そ
う
だ
な
ー
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

手
話
の
子
に
日
差
優
し
き
小
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

奥
の
院
の
階

き
ざ
は
し

仰
ぎ
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

新
海
苔
の
ぴ
り
ぴ
り
乾
く
漁
師
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

独
り
も
よ
し
素
顔
で
と
ほ
す
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

語
ら
ひ
の
頓
珍
漢
や
日
向
ぼ
こ

　

選
者
吟

昏
れ
ご
ろ
の
水
輪
に
ぎ
や
か
鴨
の
池

連
絡
先　

長
島
久
江　

℡(

57)

６
５
２
５

訃
報
（
平
成
23
年
12
月
15
日
現
在
）

阿
諏
訪
キ
ヌ
子
様　

90
才　

11
月
５
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

４
・
１
組

佐
野　

正
文
様　
　

62
才　

11
月
６
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

　　

11
組

小
林　

丈
夫
様　
　

68
才　

11
月
22
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

54
・
１
組

高
橋　

秀
子
様　
　

86
才　

11
月
22
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

41
・
１
組

佐
々
野　

昭
宏
様　

70
才　

11
月
28
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
38
組

西
山　

絹
子
様　
　

89
才　

11
月
28
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

３
・
６
組

小
林　

忠
男
様　
　

75
才　

12
月
７
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

54
・
２
組

重
久　

の
ぶ
様　
　

99
才　

12
月
12
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

27
組

　

香
川
駅
の
利
用
者
よ
り
駅
南
側
の
桜

の
木
が
枯
れ
て
、
強
風
が
吹
く
と
折
れ

る
可
能
性
が
あ
っ
て
危
険
と
の
連
絡
が

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
っ
て
10
月
中
旬
に
地

上
部
分
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
香
川
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
拠
点
・
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
の
名

前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
、
香
川
駅
の

桜
の
木
が
少
し
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
声

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
11
月
27
日
（
日
）
香
川
地

区
体
育
振
興
会
の
主
催
に
よ
る
卓
球
大

会
が
、
香
川
小
学
校
の
体
育
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

18
歳
以
上
の
男
女
（
学
生
は
除
く
）

で
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
11
ポ
イ
ン
ト
、

３
セ
ッ
ト
先
取
の
試
合
方
法
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
技
量
伯
仲
に
よ
り
、
５
セ
ッ

ト
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の

　

会
社
勤
め
で
忙
し
い
か
ら
と
て
も
自

治
会
の
仕
事
は
で
き
な
い
と
地
域
活
動

を
敬
遠
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
う
。

か
く
い
う
私
も
そ
の
一
人
、
町
内
の
仕

事
を
担
当
し
会
議
に
出
席
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
退
職
し
て
か
ら
で
し
た
。

　

そ
ん
な
少
な
い
経
験
な
の
で
的
を

少
々
外
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
感

じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前
例
が
大
事
で
変
化
を
嫌
う
空
気

　

変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
は
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
理
由
を
見
極
め
、
お

か
し
い
と
思
っ
た
ら
英
断
を
下
す
べ
き

だ
と
思
う
の
で
す
。

感
じ
て
も
発
信
を
避
け
る
空
気

　

何
も
こ
こ
で
波
風
を
立
て
る
こ
と
は

な
い
の
に
と
穏
便
に
済
ま
そ
う
と
す
る

人
が
多
い
こ
と
。
言
っ
た
と
こ
ろ
で
無

理
だ
と
諦
め
て
い
る
の
か
も
・
・
。

会
員
と
役
員
間
の
理
解
格
差

　

果
た
し
て
相
互
理
解
は
十
分
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
パ
イ
プ
役
は
誰

な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
詰
ま
っ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

旧
態
依
然
と
し
た
体
制
で
従
来
通
り

地
域
活
動
に
活
力
を

　

レ
デ
ィ
ー
ス
香
川
は
「
旧
香
川
婦
人

会
」
が
改
名
さ
れ
て
レ
デ
ィ
ー
ス
香
川

に
な
り
ま
し
た
。
香
川
自
治
会
の
各
種

団
体
の
中
の
一
つ
の
団
体
で
す
。

　

子
育
て
も
終
え
、
第
二
の
人
生
を
迎

え
る
主
婦
の
集
ま
り
と
い
え
ま
す
。

　

い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
良
い
仲

間
が
で
き
、
10
月
よ
り
新
会
員
が
少
し

ず
つ
増
え
、
自
治
会
行
事
に
協
力
、
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
度
の
主
な
行
事
を
左
記
し
ま
す
。

４
月　
　

総
会
（
活
動
計
画
・
予
算
）

６
月　

諏
訪
神
社
祭
御
輿
巡
行

　
　
　

豚
汁
作
り
準
備

　
　
　

 

（
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
た

　
　
　

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
）

７
月　

夏
ま
つ
り
に
向
け
て
盆
踊
り
練

　
　
　

習
（
自
治
会
館
に
て
）

８
月　

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
参
加

　
　
　
　

玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
、

　
　
　

施
設
夏
ま
つ
り
盆
踊
り
慰
問
、

　
　
　

地
域
夏
ま
つ
り
参
加
、

　
　
　

夏
休
み
子
ど
も
自
由
広
場
参
加

９
月　

慰
労
会
、
定
例
会

10
月　

香
川
地
区
体
育
大
会
接
待
協
力

卓
球
大
会
結
果

香
川
駅
南
の
桜
、
伐
採
！

公
民
館
ま
つ
り
開
催

　
　
　

一
泊
旅
行

11
月　

香
川
自
治
会
館
ま
つ
り
参
加

　

新
年
度
は
新
加
入
者
の
方
々
の
意
見

も
取
り
入
れ
、
仲
良
く
活
動
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
香
川
に
加
入
さ
れ
た
い

方
は
、
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

加
入
の
お
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先　

平
戸
三
枝
子　

52-

１
１
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
沓
澤
）

の
や
り
方
を
漫
然
と
踏
襲
し
て
い
る
処

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
会
活
動
を
活
性
化
す
る
為
に
多

く
の
新
風
が
吹
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。
（
四
町
の
Ｎ
Ｋ
）

八月ふれあいの森　夏祭り慰問

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
に
お
い
て
、
体
育
大
会
の
開
催

回
数
を
43
回
と
す
る
と
こ
ろ
を
14
回
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

公民館まつり広報委員作成

　

11
月
４
・
５
・
６
（
金
・
土
・
日
）
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
「
あ
な
た
が
主
役 

出
会
い 

ふ
れ
あ
い 

公
民
館
」
の
テ
ー

マ
で
香
川
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

熱戦を繰り広げた卓球大会風景

後
の
シ
ン
グ
ル
個
人
戦
の
終
了
時
刻
は

４
時
過
ぎ
で
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、

役
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

団
体
戦
の
結
果
で
す
。

　

優　

勝　

甘
沼
自
治
会

　

準
優
勝　

第
四
町
内
会

　

三　

位　

第
二
町
内
会

　

四　

位　

第
三
町
内
会

　

五　

位　

第
一
町
内
会

　

六　

位　

松
風
台
自
治
会

　

七　

位　

み
ず
き
自
治
会

伐採された桜の切り株

　

昨
年
は
、
自
然
の
脅
威
の
前
に
心
を
痛
め
、
家
族

や
地
域
の
絆
に
つ
い
て
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
年
で
し
た
。

　

焚
火
に
照
ら
さ
れ
た
諏
訪
神
社
境
内
に
は
様
々
な

願
い
を
胸
に
参
拝
者
が
集
ま
り
、
賀
詞
交
歓
や
甘
酒

を
す
す
り
暖
を
取
る
姿
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

諏
訪
神
社
・
初
詣

それぞれの願いを込めて
長く伸びる参拝者の列

欄間の龍（タツ）の運気上昇にあやかりたい


